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Ⅰ　はじめに

　原価計算の学習のなかで，外注加工賃はマイナーなテーマに属する用語・勘

定科目であり，主役級の扱いをうけることはあまりない。ただ一方では，初歩

のレベルにおいても必ず学習する用語・勘定科目である。また実務の世界をみ

ると，とくにわが国では下請けを多く利用することもあり，経費の中では，減

価償却費とともに重要な費目のひとつとなっている。よって原価計算の学習に

おいても，外注加工賃を正しく理解し，処理することの意義は小さくない。本

稿では，大学の学部で学習する中級レベル（日商簿記２級相当）の原価計算を

想定し，外注加工賃を軸として，筆者が日ごろ気になっている教育・学習上の

論点を整理・検討していく。

　原価計算の学習過程において，外注加工賃は２度登場する。はじめは，原価

の分類のひとつとして直接経費を学習するときであり，２回目は，経費計算に

おいて外注加工賃の処理を学習するときである。

　前者の学習は，原価の分類と外注加工賃の内容を理解すれば充分なので，初

学者にも容易である。一方，後者では，外注加工取引において必要となる材料

を無償支給するか有償支給するかによって処理方法が異なるなど，奥行きのあ
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る学習と理解が必要となる。

　本稿での議論は，それらの中間のレベルを対象とする。すなわち，直接経費

としての外注加工賃の内容を理解し，無償支給の場合における仕訳処理がで

きるというあたりがターゲットとなる。ただし，議論の過程では必要に応じて，

上級レベル（日商簿記1級相当）の内容にも言及する。

　本稿の流れは次の通りである。まず第Ⅱ節においては，原価計算のテキスト

等における外注加工賃の取り扱いを確認し，説明のされ方や仕訳例など，いく

つかの問題点を整理する。続く第Ⅲ節では，主に日商簿記検定の過去問などを

参照し，第Ⅱ節の論点の実際例を確認する。日商簿記検定の長い歴史や影響力

を考えると，大学での簿記・会計分野の教育を考えるうえでは，これを参照す

るのが得策である。

　次節以降の本論に入る前に，本稿で使用する資料や用語についていくつか確

認しておきたい。本稿の執筆過程では，原価計算に関するテキスト・問題集・

辞典などを多数参照したが，参考文献としてあげたのは直接引用したものや

用語の集計時（Ⅱ－3やⅡ－7）に使用したものに限定している。以下ではそ

れらを総称する言葉として，テキストあるいはテキスト等を文脈に応じて使

用する。ただし特定の分野を特に指す場合には，読者の理解の助けとなるよう，

たとえば「検定対策用のテキスト」という書き方をした箇所もある。そのほか，

大蔵省企業会計審議会による「原価計算基準」（1962年公表）は『基準』とし，

その項目番号を付した。日商簿記検定は，日商または日商簿記のように適宜，

簡略化し使い分けている。

Ⅱ　経費・直接経費・外注加工賃

１　経費－－形態別分類

　原価計算のテキストではその導入部分で，商業簿記と工業簿記・原価計算の

異同，原価計算の目的，原価の分類，工業簿記の仕組み（仕訳や勘定連絡図）

などを説明するのが通例である。このうち本稿の議論に直接関係してくるの

は，「原価の分類」や「仕訳・勘定連絡図」などである。原価の分類については，
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多くのテキストが『基準』の記述を踏襲し説明している。

　『基準』の「８ 製造原価要素の分類基準」には，①形態別分類，②機能別分

類，③製品との関連における分類，④操業度との関連における分類，⑤原価の

管理可能性に基づく分類の5分類が示されている。このうち，①形態別分類（材

料費・労務費・経費）はもっとも基礎的な分類である。経費は一般に「材料費，

労務費以外の原価要素」と説明され，この記述から容易に類推されるように，

経費には多様で雑多な費目が含まれる。

２　経費－－消費高の計算方法による分類

　形態別分類における原価の３要素（材料費・労務費・経費）の学習には，そ

れぞれ独自の論点がある。経費については，特にその消費額の計算方法が説明

されることが多い。広くとらえれば，この「計算方法」も「経費の分類の仕

方のひとつ」とみなすことができる。テキストでは消費額の計算方法によって，

①月割経費，②測定経費，③支払経費，④発生経費という分類が示される。

　外注加工賃は通常，③支払経費のひとつとして説明される。テキストでは「前

月未払額，当月支払額，当月未払額」などを示し，当月の消費額を計算させ

るというのが定番の例題である。しかし調べてみると，一定の条件のもとでは，

④発生経費として把握する場合を指摘するものもある（木村編，1969，p.569）。

きわめて例外的な場合と考えてよいだろうが，外注加工賃の多様性の一端を示

すものとして，ここで挙げておく。

３　直接経費－－製品との関連における分類

　『基準』の「８（３） 製品との関連における分類」の項には「……製品に対

する原価発生の態様，すなわち原価の発生が一定単位の製品の生成に関して直

接的に認識されるかどうかの性質上の区別による分類であり，原価要素は，こ

の分類基準によってこれを直接費と間接費とに分類する」と説明されている。

テキスト等ではよりシンプルに，たとえば「直接費は製品との関係が直接的で

ある原価」などと説明されるが，意図するところは『基準』と同等である。こ
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れと形態別分類とをかけ合わせると，原価は，直接材料費・直接労務費・直接

経費・間接材料費・間接労務費・間接経費の６つに分類される。

　原価計算の学習過程では，これら６分類の代表的な勘定科目を理解・記憶す

る必要がある。直接費に該当する科目は限定的なので，まずそれらを理解・記

憶し，その他の科目を間接費とするのが，負担の少ないやり方である。『基準』

は「10　費目別計算における原価要素の分類」の項で「費目別計算においては，

原価要素を，原則として，形態別分類を基礎とし，これを直接費と間接費に大

別し，さらに必要に応じ機能別分類を加味して，たとえば次のように分類する」

としたうえで，直接材料費として主要材料費（原料費）と買入部品費を，直接

労務費として直接工の直接賃金を，そして直接経費としては，「外注加工賃の

み」を例示している。

　テキスト等では『基準』と同様に，直接経費の代表例として外注加工賃が必

ず挙げられ，これに加えて特許権使用料も示されるのが通例である。ただ，そ

れぞれのテキスト等は，分量や想定する読者などがさまざまであるため，直接

経費の例示も多様である。

　参考文献にあげたテキスト（ただし，検定試験対策に特化したものを除く）

から，直接経費の費目を例示しているもの34冊を抜き出し，その登場回数を

数えてみると，多い順に，①外注加工賃（34），②特許権使用料（29），③

設計費（14），④仕損費（12），⑤金型代（11），⑥特殊機械等の賃借料（7），

⑦試作費（6）となった（カッコ内は例示された回数。テキストにより表現・

表記方法が多少異なるものについては，筆者の判断で合算・統合した）。

　この結果から，外注加工賃は必ず例示されており，また，ほとんどのテキス

トで特許権使用料も例示されることを再確認できる。３位から７位までの費目

は，バリエーションに富んでいるものの，「ある程度の」コンセンサスを確認

することができる。８位以下は，ひとつかふたつのテキストのみであげられる

マイナーな項目ばかりである。ユニークなところでは「特定製造指図書または

ある組製品に関係した出張旅費（山辺，1969，p.178）」というのもあった。

　このように，実務においては業種・製品・製造方法などにより，さまざまな
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直接経費が発生する可能性が想定されている。しかし学習の段階ではそれらひ

とつひとつ記憶する必要はなく，「直接経費とは特定の製品に関連して発生す

る経費である」という原理原則を押さえておけばよい。そして，その代表例が

外注加工賃と特許権使用料である。

４　直接経費としての外注加工賃

　テキスト等を相互に比べてみると，直接経費としての外注加工賃は，いろい

ろなパターンで説明されていることに気がつく。シンプルなものから順にあげ

ると，①直接経費の代表例として外注加工賃という費目・勘定科目名のみをあ

げるもの，②外注加工賃の意味や定義を簡単に説明するもの，③外注加工賃が

直接経費となる理由・場合を説明するもの，④外注加工賃に関する周辺事項・

発展事項（外注加工取引の目的，無償支給・有償支給の別など）についても言

及するもの，という４段階に分けることができる。

　各種検定試験や大学の期末試験で正答することだけが目的であれば，①を記

憶しておけば充分である。テキストによっては，①の例示にとどまり，②の記

述がみられないものもある。実は本稿においても，これまでのところ，外注加

工賃の意味や定義について一切ふれていない。ちなみに，筆者が毎年，授業で

使用しているテキスト（岡本・廣本編，2021）は「材料などの加工・組立の

仕事を外部の業者に委託する場合に，外注先に支払う対価のこと（p.59）」と

説明している。ただ，この程度のことなら，大学生レベルの日本語力があれば，

外注加工賃という用語の「字面」からおおむね想像できる範囲である。わざわ

ざ説明しなくても実害はない。よって②の記述の有無について，筆者はあまり

重要視していない。

　実際問題として，外注加工賃のほとんどは直接経費だとみなしてよいが，そ

れでも「すべての外注加工賃は直接経費である」と考えるのは間違っている。

よって③については，必ず説明する必要がある。たとえば，シンプルに「直接

経費の例としては，外注加工賃（特定の製品の製造に使用される場合）がある」

と書いてしまえば，①と③を同時にクリアできる。しかし一部には，③に触れ
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ないテキストも散見される。

　なお，テキスト等には「自習者への配慮」も求められるので「外注加工賃が

常に直接経費になるわけではない」という点をていねいに強調しておいたほう

がよい。参考になる例としては「外注加工賃は，下請工場等に材料を支給して

加工させる場合の加工賃で，特定製品について生ずる場合に，それは数少ない

直接経費の項目となる（太田・黒澤，1963，p.110）」「外注加工費が直接経費

とされる場合は，暗黙の仮定として外注作業1単位当たりの加工賃が定められ

ていることがあげられよう。……もし，外注加工費が加工工数に関係なく定額

で契約されている場合，すなわち固定費的に外注加工費が発生する場合は，間

接経費になるものと考えられる。よって単純に勘定科目名のみによって直接経

費か否かを判断することは誤った分類を行う可能性がある（日本管理会計学会

編，2000，p.518）」という説明の仕方がある。

　④については，中級レベルまでの学習ではあまり深入りする必要はない。し

かし余裕があれば，外注加工取引には，材料を無償支給・有償支給する場合が

あり，外注加工賃という費目が生じるのは，前者の場合のみであることには触

れておいてもよいかもしれない。

　先に引用した筆者使用のテキストでは，本文とは独立した「応用word」と

いうコラムの中で「……それ（外注加工賃 ―─ 筆者注）が発生するのは，材

料を委託業者に無償支給した場合です。材料を無償で支給するより有償で支

給するほうが，委託業者に材料消費量の節減に関心をもたせることができま

す。有償支給する場合には，外注加工賃という経費は生じません（岡本・廣本編，

2021，p.60）」と書かれているが，必要事項をコンパクトに説明するうえでの

苦労が感じられる。このコラムを紹介しながら，授業内で何をどこまで補足す

べきか，そのさじ加減がむずかしい。

５　無償支給と有償支給

　外注加工取引には，委託業者に対して材料を無償支給する場合と有償支給す

る場合がある。無償支給は文字通り，委託業者に材料を無料で支給し加工させ，
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部品・半製品として引き取る際にその加工賃を支払う方法である。有償支給は，

材料を委託業者にいったん買い取らせたうえで加工させ，部品・半製品として

引き取る際に材料費と加工賃をあわせた額を支払う方法である。実務において

無償支給か有償支給かを選択・決定するポイントはいくつかあるが，それぞ

れのメリットをひとつずつあげると，無償支給では「（有償支給の場合よりも）

事務的負担が軽減される」，有償支給では「（前項での引用箇所と重複するが）

外注先に材料節約の意識をもたせることができる」などがある。しかし，この

ような議論は，原価管理・生産管理の問題であり，原価計算の学習段階で強く

意識する必要はない。無償支給・有償支給のうち，中級レベルまでの段階で学

習するのは，無償支給の場合の仕訳処理である。これについて，次項でみてい

きたい。

６　外注加工賃の仕訳

　外注加工賃は，直接経費の代表例であるため，仕訳問題として出題されるこ

とが多い。大事なポイントは，直接費として仕掛品勘定に振り替えられるとい

う点である。また，中級レベルで学習するのは，処理が簡単・シンプルである

無償支給の場合である。ただ無償支給にも，受け入れた加工品を，A「ただち

に製造現場に引き渡す場合」と，B「部品としていったん倉庫に保管する場合」

の２つのパターンがあり，仕訳処理も異なる。中級レベルまでのテキストでは，

暗黙的にAを前提として仕訳例を示すものがほとんどである。具体的にみてみ

よう。

　Aの例として「①外注加工のために材料1,000円を無償支給した。②外注先

での加工が完了し，加工品を受入・検収し，ただちに製造現場に引き渡した。

外注加工賃は400円であった」，またBの例として「①外注加工のために材料

1,000円を無償支給した。②外注先での加工が完了し，加工品を受入・検収し，

いったん倉庫に保管した。外注加工賃は400円であった。③上記の加工品をす

べて製造現場に引き渡した」という取引を考える。それぞれの仕訳は以下のよ

うになる。
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A：① （借）仕 掛 品 1,000 （貸）材 料 1,000

② （借）外 注 加 工 賃 400 （貸）買 掛 金 400

　　　仕 掛 品 400 　　　外 注 加 工 賃 400

B：① 　仕訳なし

② （借）外 注 加 工 賃 400 （貸）買 掛 金 400

　　　部 品 1,400 　　　材 料 1,000

　　　外 注 加 工 賃 400

③ （借）仕 掛 品 1,400 （貸）部 品 1,400

　最終的には，材料1,000円と外注加工賃400円が仕掛品勘定に振り替えられ

ることになるが，途中経過は異なる。Aの場合は，①の材料を支給する際，通

常通り材料出庫票に記入し，これにしたがって仕訳する。②の段階で，まず外

注加工賃勘定の借方に記入し，さらに仕掛品勘定に振り替える。

　一方，Bの場合は，①の段階では通常の材料出庫票ではなく，備忘記録とし

て外注材料出庫票に記録するにとどめ，仕訳処理はしない。②において，外注

加工賃勘定の借方に記入し，外注加工賃と材料とを合算して部品勘定の借方に

振り替える。そして③の段階で，部品勘定から仕掛品勘定の借方に振り替える

のである。

　このような２つのパターンがあるにもかかわらず，中級レベルまでのテキス

トでは，Aの場合を前提とした取引・仕訳が示されるのが通例である。A・Bの

両方が，区別されて示されるのは，上級レベル（日商簿記1級相当）のテキスト

に限られる。そのようなテキストでは，無償支給の場合に加え，有償支給の場

合の処理も詳細に扱っている。さらにはその他の論点（仕損が発生した場合の

処理など）も含め，外注加工に関連する取引を総合的に学習するのである。

　筆者は，中級レベルにおいても無償支給についてはA・Bの両方を教授するの

が本筋であると考えている。その理由は２つある。ひとつは，中級レベルでの

経費の処理は，材料費・労務費に比べて論点が少なく，また奥行きも浅いので，A・

B両方を扱っても学習者の負担にならないことである。もうひとつは，AとBの

違いを教えることで，実務における取引例やそれに対応した処理の多様性 ―― 

似たような取引であっても外注加工の代金が直接経費なることもあれば直接
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材料費になることもある ―― の一端を理解することに役立つことである。

７　外注加工賃と外注加工費

　本節の最後に外注加工賃と互換的に使用される「外注加工費」という用語・

勘定科目について，念のため確認しておきたい。『基準』や日商簿記検定では，

外注加工賃を使用している。その影響を受けているのかもしれないが，テキス

トでも外注加工賃が主流である。ただし両者は通常，同義に扱われ，学習にお

いても実務においても，どちらを使用しても問題ない。本稿でもこの考えにし

たがい，引用部分を除き，すべて外注加工賃と記している。

　ただ，一部には両者を区別して説明するものもある。たとえば，青木編（1983）

には「……外注加工作業の内容が主として人的作業である場合には，外注加工

賃の費目が用いられ，外注先での間接材料の付加や，諸経費が含まれるときは，

外注加工費の費目が用いられる（p.73）」と説明されている。ちなみに参考文

献にあげた辞典類に限定して確認すると，「見出し項目」としては，外注加工

賃が2件，外注加工費が9件，「外注加工賃（費）」として並列的に示すものが3

件あり，外注加工費の方が「なぜか」優勢であった。

Ⅲ　検定試験にみる外注加工賃

１　日商簿記・初級・２級・１級

　本節では，日商簿記検定を主な対象として，その過去問や対策用テキスト等

を参考にしながら，前節で提示した直接経費・外注加工賃の学習に関する論点

を点検してみたい。日商簿記検定は，初級・３級・２級・１級の４レベルで構

成されるが，３級は商業簿記のみであるので，工業簿記・原価計算分野では初

級・２級・１級の３段階となる。

　日商の出題区分・範囲を確認すると，原価計算初級では「原価の分類」の内

訳として，「①材料費，労務費，経費」「②直接費と間接費」が示されている1。

1　 以下の注に示す日本商工会議所のサイトは，すべて2021年8月31日に閲覧した。
　　https://www.kentei.ne.jp/wp/wp-content/uploads/2018/01/h30genkashokyu.pdf
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また，２級と１級の出題区分は表の形式で提示され，本稿に直接関係する「原

価の要素，種類，態様」と「経費計算」の区分では，その内訳項目の大部分が

共通しているものの，「同一の項目または範囲については，級の上昇に応じて

程度も高くなる」との注意書きがある2。これにより，有償支給の場合のような，

よりレベルの高いテーマについては，事実上，1級の出題範囲となっている。

２　日商簿記・原価計算初級

　原価計算初級については，別稿（三浦，2018）でもひと通り検討した。こ

の試験はすべてCBT方式（指定のテストセンターでPCを使って受験する方式）

なので，実際の出題内容は不明である。しかし，日商が公認する３冊のテキス

ト3や，実際に受験した方のブログやSNSの内容などから判断すると，公認テ

キストと同レベル・内容の出題がされていることがわかる。なお，この試験は

2018年度に新設されたものである。日商のサイトによれば，過去3年間（2018・

2019・2020年度）の受験者は順に，2,098名，1,788名，1,870名，合格率は，

93.1％，92.3％，91.2％という実績である4。受験者数が低調である一方，合格

率は高止まりしている。

　日商は，この原価計算初級の特長のひとつとして「簿記の学習を前提とせず

原価計算の基本を学習」をあげている5。「簿記の学習を前提せず」というのは「仕

訳の知識は不要」とほぼ同義であると思われるが，公認のテキストでは，たと

えば「外注加工賃800円を現金で支払った（滝澤・他，2018，p.77）」という

取引・仕訳が例示されている。

　この取引・仕訳（借方は「仕掛品」）は，日商２級レベルといってよい。「簿

記の学習を前提としない」学習者が，この仕訳を理解したうえで正答するのは

なかなか難しいはずである。実際の検定試験でこの手の仕訳が出題されたのか

2　https://www.kentei.ne.jp/wp/wp-content/uploads/2021/03/2022_kogen-kaitei.pdf
3　日商は，尾畑・挽（2018），資格の大原（2018），滝澤・他（2018）を「公認」している。
　  https://www.kentei.ne.jp/bookkeeping/ca/teaching
4　https://www.kentei.ne.jp/bookkeeping/candidate-data
5　https://www.kentei.ne.jp/wp/wp-content/uploads/2018/02/180219-1kaishi.pdf
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不明であるが，「初級」を超えているように感じる。

　ただし，原価の形態別分類や製品との関連による分類は，原価計算の出発点

でもあり，ここを押さえておかないと学習が前進しない。直接経費の代表例と

しての外注加工賃は，初級レベルでも理解しておく必要がある。よって，この

試験で出題するのであれば，仕訳ではなく，純粋に原価の分類の問題として問

うほうが「初級」の主旨に合致している。

３　日商簿記２級

　日商簿記2級は，本稿がターゲットとするレベルである。この級には，検定

対策のテキスト・問題集が豊富にある。大学教員の手による300頁前後の分量

のテキストも，おおむねこのレベルの範囲をカバーしていると言ってよい。過

去問と類題から，いくつかの出題パターンを確認してみたい。

⑴　経費仕訳帳

　筆者の手元にある検定対策用のテキストによると，古いところでは，第45

回（1976年11月）に外注加工賃に関連する出題を確認することができた。外

注加工賃を含む経費の各費目に関する情報をもとに，経費仕訳帳を作成させる

問題である（番場・岡本編，1997，p.64）。外注加工賃については「製品150

個分　塗装代＠￥30」と記され，「直接経費の条件」を満たしている。また解

答欄をみると，経費仕訳帳の「製造（現在では，『仕掛品』が一般的）」の欄に

金額を入れることになっており，このことからも直接経費として処理すること

がわかる。

　なお近年では，経費仕訳帳を作成し，合計仕訳を示す形式の問題は出題されてい

ないようである。比較的あたらしいテキストでは，経費仕訳帳を説明しないものも

多いが，これには日商簿記の出題傾向も影響しているかもしれない。

⑵　仕訳

　外注加工・無償支給のパターンが，第99回（2002年2月）に出題されてい
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る。外注加工にかかわる取引は，以下の2点である（TACクリエイティブ室，

2002，p.196）。

　　１ 　製造指図書＃201の製品を製造するため，材料A50,000円を出庫し，

外注先の工場に加工を依頼した。なお，当工場では材料を外注のため無

償支給しており，材料を外注先に引き渡すときに通常の出庫票にて出庫

の記録を行っている。

　　２ 　上記１の外注先から加工品を受け入れた。請求書によると外注加工賃

は，10,000円であった。

　これは前節でみた，受け入れた加工品をすべて製造に投入するパターンであ

る。そのことは問題文に明示されていないが，使用できる勘定科目の選択肢に

「部品」がないので，そのようにみなして解答するしかない。

⑶　勘定記入（仕掛品勘定）

　第126回（2010年11月）と第128回（2011年6月）では，外注加工賃を含

む勘定記入（仕掛品勘定）に関する問題が短い間隔で出題された。このうち，

第126回の一部をみてみよう（ネットスクール，2013，問題編，p.55）。

　　７ 　製品Hのメッキ加工のため，協力会社に無償で支給してあった部品が，

加工後すべて納品されたので，その加工賃200,000円を現金にて支払っ

た。なお，納入部品は，検査後，ただちに製造現場に引き渡された。

　　８ 　製品Tの生産量に対する特許権使用料は年度末に一括して支払う約束

であるが，当月生産量に対応した金額として250,000円を計上する。

　７は前節でみた，無償支給・受入時製造投入のパターンである。「検査後た

だちに製造現場に引き渡された」とていねいに説明されており，仕掛品勘定に

振り替えることが明確になっている。ただし，無償支給した時点の仕訳は本問

では問われていない。また８は，特許権使用料が登場する数少ない例のひとつ

である。特許権使用料は，支払経費として分類されることが多いが，ここでは

発生経費・月割経費のように扱われている。
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⑷　ソフトウェアの場合

　いまひとつ，新しい例をみてみよう。第148回（2018年2月）では「業務シ

ステム構築の受注生産」を行う企業の例が出題されている。外注加工賃に関連

する取引は次の通りである（TAC，2018，出題回数別過去問題編，p.70）。

　　⑶ 　プロジェクト#180202については，プログラミング作業の一部を協

力会社のX社に依頼している。当月中に，必要資材をX社に無償で引き

渡し，すべての作業が完了して納品された。X社の作業に対する加工賃

186,000円は現金で支払った

　いままでにない業種・製品の設定ではあるが，難しい仕訳ではない。しかし

ながら，日商の「講評」では，比較的誤りが多かった問題のひとつとしてあげ

られ，「外注加工賃は直接経費であるため，その発生高を仕掛品勘定に計上し

ます。『作業』という文言があったためか，『賃金・給料』を使用した誤答が見

られました。労務費と外注加工賃はどちらも作業への対価ですが，違いは自社

の従業員か他社の従業員かという点です」と説明されている6。

　以上，外注加工賃に関連する過去問をいくつかピックアップしてみた。出題

頻度は多くないが，いずれも外注加工・無償支給の理解の助けとなる工夫がさ

れており，良問である。

４　日商簿記1級

　無償支給（材料支給時の仕訳などを含む場合）・有償支給の問題は，日商簿

記では1級の範囲となる。近年，このテーマに関する出題はほとんどみられな

かったが，第152回（2019年６月）で久しぶりに出題された。この回の工業簿記・

原価計算分野の第2問では「無償支給・有償支給（材料に一定の利益を上乗せ

して支給）の両方の取引が発生し，さらには不合格品も生じるという事例」が

問われている（岡本・廣本編，2020，p.241）。

　この問題は，本稿の議論の範囲を超えたものであるので，詳細には触れない

が，専門学校などの模範解答・解説資料をみると，受験生があまり学習してい

6　https://www.kentei.ne.jp/wp/wp-content/uploads/2018/04/148-02-kouhyou.pdf
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ない分野であり，得点が取りにくい問題であったようだ。なお日商の講評は「第

２問は外注加工をめぐる問題でした。下請けを利用することが多いわが国の企

業においては重要な会計処理問題であると考えられます。問１では，無償支給

の取引の箇所は比較的できていましたが，有償支給の箇所に関しては，答案用

紙に相手勘定名が明記されているにもかかわらず，多くの受験者が理解できて

いないという印象を持ちました」というものであった7。

5　その他の検定・資格試験

　最後になるが，原価計算の論文を書く際に，筆者がときどき参考にしてい

る中小企業診断士試験（１次試験の「財務・会計」分野）も確認しておきたい。

筆者が調べたところ，直接経費としての外注加工賃がこの試験で出題された形

跡はなかった。そこで，試験対策用のテキストを確認してみると，いずれのテ

キストでも直接経費の例として外注加工賃が示されてはいるが，直接経費とな

る要件には触れていなかった。

　たとえば，資格の大原（2021）では，直接経費として「外注加工賃，特許

権使用料が直接経費である（p.162）」と限定的に提示されている。また，そ

れぞれの説明も「外部業者に加工を委託した場合の加工賃／他人の特許を利用

した場合の使用料（p.163）」と淡白であり，直接経費となる要件が抜け落ち

ている。この試験の主旨やねらいとしてはこの程度で充分なのかもしれない。

Ⅳ　おわりに

　筆者はかつて外資系メーカーに5年間勤務し，自動車部品を扱う事業部の原

価計算・管理会計を担当した経験がある。製品別・委託作業別に多数の外注

加工業者をかかえており，状況に応じて無償支給・有償支給を使い分けていた。

外注加工取引は，原価計算・原価管理の重点項目のひとつであった。

　外注加工取引は，原価計算の学習においてはマイナーな論点であるかもしれ

ないが，上記の通りある種の製造業では，原価計算関連実務の準主役ぐらいに

7　 https://www.kentei.ne.jp/wp/wp-content/uploads/2019/07/152-01-kouhyou.pdf
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はなりうる費目である。本稿では，その教育・学習上の留意点を検討してきた。

本稿のターゲットである中級レベルの論点はおおむねカバーし，検討できたの

ではないかと思う。

　ところで外注加工取引で有償支給の場合の処理は，収益認識基準に関連し

て，近年，クローズアップされている。これは，直接的には財務会計・制度会

計の論点であるが，原価計算分野の教育や検定試験にも今後，何らかの影響が

あるかもしれない。この問題には，筆者も横目で注目している。
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